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（続紙 ２ ） 
 
氏 名 小林 優輔 
（論文審査の結果の要旨） 
  
本論文は，交通インフラ整備に伴う旅客・貨物交通の費用低減が国土の産業構造や人口
分布に及ぼす影響に関して，一般均衡モデルを応用した新しい分析手法を提示するもの
であり，具体的に以下のような知見を得ている． 
 
1. 空間的応用一般均衡モデルを用いて交通インフラの整備効果を分析した既往研究
をレビュウし，モデルが扱うインフラや国土への影響の特性を軸として，体系的な
整理を行っている．これにより，国土計画や都市政策の分析における一般均衡モデ
ルの有用性を分析するとともに，既往研究では考慮されていない理論的課題を明ら
かにしている． 
2. 国際貿易を考慮した空間的応用一般均衡モデルを拡張し，国際港湾における通関手
続きの所要時間の短縮効果を分析可能な実用的モデルを構築している．これによ
り，交通インフラの整備と運用の双方を考慮した分析を可能にするとともに，モデ
ルを東アジア圏に対して適用し，国境を越えて発生する交通インフラの効果を定量
化している． 
3. 途上国を対象として，国際交通インフラと国内交通インフラの整備効果が現地の起
業家や内国資本に与える影響を理論的な一般均衡モデルで比較分析している．これ
により，国際交通インフラが貿易活性化と外国資本への依存性強化をもたらすのに
対して，国内交通インフラ整備は国内取引の活性化と起業家・内国資本の育成を促
すことを明らかにしている． 
4. フェイス・ツゥ・フェイスのコミュニケーションが重要な役割を果たす先進国のサ
ービス産業を対象として，都市間高速鉄道の整備が企業と人口の都市間分布に与え
る影響を理論的な一般均衡モデルで分析している．これにより，高速鉄道が都市間
の人口の集積と分散に与える影響に関する知見を導出している． 
 
本論文は既存研究では考慮されていない交通インフラの国土構造への多面的な影響
を分析するための一般均衡モデルを提案し，交通インフラと国土構造の関係に関する有
用な知見を導出したものであり，学術上，実際上寄与するとことがところが少なくない．
よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める．また，平成２
９年８月２４日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行って，申請者が博士
後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた． 
 なお、本論文は、京都大学学位規定第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める  
 
